
株式会社川崎フロンターレ様 

富士通から提案された「ボランティアポータル」は、ボランティアの
管理業務に欠かせない機能が備わっており、こちらのニーズに最適と
判断しました。富士通は、画面のカスタマイズを含め、
要望にもきめ細かく対応してくれました。

Salesforce導入事例

川崎フロンターレ様は、400名近いボランティアスタッフの管理を効率化するために、
Salesforceをベースにした富士通の「ボランティアポータル」を導入しました。募集、
事前準備、実施、アフタフォローといったボランティア管理業務に伴う事務作業の
大幅な効率化を達成しています。

課題 効果

1.ボランティアスタッフの新規登録
や活動履歴は専用ウェブサイトを
使って管理していたが、入力や更新
が手作業のため非効率となっていた

2.ボランティアスタッフは、事務局
に問い合わせないと、自身の活動履
歴やボランティア活動ポイントが分
からない

3.ボランティアスタッフへの連絡は
メールアドレスを手入力で行ってい
たため効率が悪く、入力ミスも起こり
がちだった

ボランティアの募集、事前準備、実施、
アフタフォローなどを一括でサポート
する、Salesforceをベースにした富士通
の「ボランティアポータル」を導入

Community Cloudを導入したことで、
活動ポイントなどがいつでも閲覧でき
るようボランティアスタッフそれぞれ
に「マイページ」を提供

コミュニケーション手段としてボラン
ティアポータルのシステム上から一括で
メール配信が行えるようになり、事務局
から各スタッフへの連絡の効率化を実現

選定理由と採用のポイント

・Salesforceをベースにした「ボランティア
ポータル」はボランティア管理業務の基盤と
して必要な機能が揃っており、川崎フロン
ターレの要件にも合致。

・富士通は川崎フロンターレのオフィシャルス
ポンサーでもあり、長年にわたる信頼関係が
構築されていて、Salesforceの実績も豊富。

概　要
Jリーグを代表するクラブのひとつである川崎フロンターレ
様は、400名近いボランティアスタッフの管理基盤として、
Salesforceをベースにした富士通の「ボランティアポータ
ル」を導入しました。従来手作業で行っていたボランティ
アスタッフの登録、事務局からの連絡、活動履歴の更新な
どの自動化を図り、40％もの工数削減を達成しています。

株式会社川崎フロンターレ
［事業内容］
Jリーグ（日本プロサッカーリーグ）に所属する川崎フロンターレ、および、その
下部組織である川崎フロンターレアカデミーの運営会社。富士通サッカー部を
前身とする川崎フロンターレは1999年にJリーグ参入。Jリーグでも屈指となる
高い攻撃力を生かし、2017年と2018年には明治安田生命J1リーグで連覇を果
たした。川崎市全域をホームタウンとし、地域に根ざした活動に取り組んでいる。

［本社所在地］
川崎市高津区末長4-8-52

星見 洋介 氏
株式会社川崎フロンターレ
サッカー事業部
ボランティア担当



絡メールか、事務局に提出してもらった申込

書から入力情報を起こしていたため、特に応

募が増えるシーズン初めの時期はその更新作

業に多くの工数が取られていました」と星見

氏は従来の課題を挙げています。

　また、ボランティアスタッフの活動登録や

連絡、活動ポイント更新なども全て手入力で

した。メールのやりとりや担当者が休みだと

登録してもアップされるまで待たなければな

らないなど、ボランティアスタッフの皆さん

から見た時の提供サービスが十分ではありま

せんでした」

　ボランティアスタッフの人数や対象イベン

トが少なければ手作業でも十分に対応可能と

考えられますが、川崎フロンターレの場合は、

前述のとおり登録人数が400名近いことや、

対象イベントが年間で延べ170回（ホーム

ゲーム20＋地域イベント150）にも達するた

め、手作業を中心とした従来の管理方法が限

界に来ていました。

　2017年シーズンに念願のリーグ優勝を果た

したこともあり、クラブに貢献したいと考え

るボランティア希望者が今後さらに増えるこ

とが予想されました。そこで、ボランティア

管理業務の基盤を見直すタイミングに来てい

ると捉え、2018年の5月頃から検討をスター

ト。このとき声を掛けたのが、クラブ創設時

から川崎フロンターレのオフィシャルスポン

サーを務めてきた富士通でした。「富士通か

らはSalesforceをベースにした『ボランティ

アポータル』を提案されました。ボランティ

アの管理業務に必要な機能が備わっており、

こちらのニーズに最適なソリューションと判

断しました」（星見氏）。

星見 洋介 氏
株式会社川崎フロンターレ
サッカー事業部
ボランティア担当

崎フロンターレのホームゲームの運営の一端

を、400名近いボランティアスタッフが担っ

ていることはあまり知られていません。実情

は、Jリーグのほとんどのチームではボラン

ティアが組織されていて、観客や車輌の誘導、

チケットのチェック、会場の案内、各種受付、

物販(グッズ販売)の補助、清掃やゴミ回収な

どを受け持っています。川崎フロンターレの

場合で、登録しているボランティアは2018年

シーズンでおよそ360名。Jリーグ55クラブの

中でもトップクラスの人数となっています。

　「川崎フロンターレのボランティア組織は

クラブの発足と同時に1997年にスタートしま

した。試合は観戦できなくてもいいのでクラ

ブに関わりたい・貢献したい、といった高い

意識を持つ方々が登録されていて、その中か

ら毎試合80人から100人の方にホームゲーム

の運営にご協力いただいています」と、川崎

フロンターレでボランティア事務局を務める

星見洋介氏は説明します。

　また、川崎フロンターレのボランティアは、

川崎市やスポンサー企業が市内各地で開催す

るお祭りやイベントの補助も担っているそう

で、年間の出動回数は延べで150回にものぼ

ります。Jリーグが理念とする地域との結びつ

きが伺える取り組みといえます。

川崎フロンターレのボランティア事務局が抱

えていた課題が、400名近いボランティアス

タッフの管理でした。

　「ボランティア専用ウェブサイトを使用し

ていましたが、基本的に手入力によるアナロ

グな管理を行っていました。たとえば、ボラ

ンティア活動への登録希望者の情報は、ウェ

ブサイトの応募フォームから送られてくる連

　Jリーグ（日本プロサッカーリーグ）が1993

年に始まってから25年以上が経ちました。当

初は10チームからのスタートでしたが、2019

年シーズンは55クラブ（J1×18クラブ、

J2×22クラブ、J3×15クラブ）にまで拡大。

試合が開催される日には多くのファンやサ

ポーターがスタジアムに足を運び声援を送っ

ています。

　神奈川県川崎市をホームタウンにするJリー

グクラブが川崎フロンターレです。1997年の

発足後、1999年にJリーグに参入（当初は

J2）。2017年シーズンには悲願のJ1優勝を達

成し、さらに翌2018年シーズンには連覇を成

し遂げました。Jリーグでは「ホーム＆アウェ

イ」方式で試合が開催されますが、川崎フロ

ンターレは川崎市の等々力陸上競技場をホー

ムスタジアムとして利用しており、リーグ戦

（正式名称は明治安田生命J1リーグ）やカッ

プ戦（同・JリーグYBCルヴァンカップ）など

を合わせて年間20試合ほどのホームゲームを

開催しています。

　リーグ戦で平均23,000人（2018年シーズ

ン）を超えるファンやサポーターが訪れる川

400名近いボランティアを組織
ホームゲームや地域イベントで活躍

Salesforce導入の背景

川崎フロンターレのホームゲームをサポートするボランティアの皆さん

専用ウェブサイトを使って手入力で管理
活動の拡大とともに作業が負担に



ミュニケーション用のプラットフォームであ

るSalesforceのCommunity Cloudを採用。ま

た、事務局から登録スタッフへの連絡手段と

して従来のメールに加えてマイページ上での

連絡方法を充実させました。

　富士通は2018年11月からインテグレー

ションやポータル画面を含むさまざまなカス

タマイズを実施し、わずか2か月ほどで開発

と構築を完了。シーズンの切れ目となる2019

年2月から実務面での検証を行い、導入に向

けて準備をしています。

富士通のボランティアポータルを
最適な管理業務の基盤として採用

Salesforce採用のポイント

　富士通ではSalesforceを使った「ボラン

ティアポータル」というソリューションテン

プレートを2018年から展開しています（図

1、図2）。募集、事前準備、実施、アフタ

フォローといった業務サイクルを円滑にサ

ポートするソリューションで、個人またはグ

ループでの登録、イベントとのマッチング、

講習会の出欠管理や受講履歴、イベント当日

の出欠管理、事後アンケートなどの機能を備

さまざまな付帯業務を効率化
従来の管理業務の
40％ほどの作業量削減を達成

Salesforceの活用

　川崎フロンターレのボランティア管理シス

テムの主な機能は次のとおりです。

・ボランティア申し込みに対する確認メール
の自動送信

・新規登録者に対する説明会の案内メールの送信
・試合やイベントなど募集情報の掲載
・上記に対する参加希望の受付
・活動参加者への活動確認メールの自動送信
・ホームゲーム当日の出欠処理
・登録者の活動履歴や各種情報の確認など

　このシステムの導入によって、次のようなメ

リットが生まれていると、星見氏は述べていま

す。まず、事務局側の負担軽減です。これまでは

ボランティアの申し込みがあると専用ウェブサイ

トに転記し、連絡もメールで該当者に送信してい

ましたが、それらの作業が不要になり、かつ、入

力ミスも低減されました。「ボランティアスタッ

フの配置案作成などに必要な登録スタッフの情報

がすぐに確認できるようになったこともあって、

運用を始めてからそれほど経っていませんが、体

感としては40％ほどの作業量を削減できている

ように感じます」。個人情報を扱うセキュリティ

対策もより強固になりました。

　もうひとつはボランティアスタッフに対す

るサービスの質の向上です。事務局からの各

スタッフへの連絡がスムーズになり、また、

マイページで自分の登録状況や募集中の活動

の確認、希望する活動へのエントリーなど、

ボランティアとして安心して活動できる基盤

が整いつつある状況です。ボランティアス

タッフからの要望なども事務局にスムーズに

伝達できるようになりました。「将来は、ボ

ランティアスタッフに向けて、役立つ情報を

発信するなどして、毎日覗いてみたいと思っ

てもらえるようなマイページを提供していき

たいと考えています」（星見氏）。

　なお、参加希望者が多数の場合のスタッフ選

図2. 「ボランティアポータル」の主な機能

えています（図1）。富士通から川崎フロン

ターレへの提案もこのボランティアポータル

がベースとなりました。

　こうした提案を受けて、川崎フロンターレ

は、Salesforce Platformの構築実績が豊富であ

ること、すでに「ボランティアポータル」とい

うテンプレートを持っていること、および、ク

ラブのオフィシャルスポンサーとして長年にわ

たる信頼関係があることなどから、インテグ

レータとして富 士通を選定。「ポータル画面の

カスタマイズを含め、こちらの要望にもきめ細

かく対応してくれました」（星見氏）。

　具体的な実装では、参加希望の管理やポー

タル画面（マイページ）の設置についてはコ

図1. ボランティア管理の課題を解決する富士通の「ボランティアポータル」
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定や、試合当日の配置については、無理に自動

化はせず、たとえば経験の少ないスタッフをベ

テランのスタッフの下に付けるなど、運営がス

ムーズに進むように、今後の中長期的な運営を

見据えつつ、星見氏らが考えながらボランティ

アスタッフ育成にも力をいれております。



製品の詳細はwebにてご覧ください。　http://jp.fujitsu.com/solutions/crm/salesforce/

お問い合わせ先

注）掲載内容は取材当時のものです。そのため、製品・サービスおよび取材先の所属などにおいて内容が変更されている場合がありますので予めご了承ください。（取材日：2019年3月）

製品・サービスについてのお問い合わせは

富士通コンタクトライン（総合窓口）

0120-933-200
富士通株式会社
〒105-7123　東京都港区東新橋 1-5-2 汐留シティセンター

受付時間 9:00 ～ 17:30
（土・日・祝日・年末年始を除く）

　ボランティアの管理業務を効率化するプラッ

トフォームが実現されたことで、今後はさらな

る質の向上に取り組んでいきたいと星見氏は展

望します。「クラブがJリーグで日本一になった

ように、川崎フロンターレのボランティア組織

を日本一にしていくのが目標です。ボランティ

アスタッフがサポートする川崎フロンターレの

ホームゲームを、観戦されたお客様が楽しんで

帰っていただけるように、そして、ボランティ

アスタッフも自分自身が楽みながらクラブをサ

ポートできるように、ボランティアスタッフと

のコミュニケーションの活性化などをさらに進

めていきたいと思っています」。

　川崎フロンターレでは、現在クラブ内の連絡

手段としてチャットツールを導入して、ICTを活

用した変革を進めているそうです。「連覇を果

たしたこともあってチケットが完売する試合も

増え、クラブ運営業務もさまざまなところでス

テップアップが必要になってくると考えていま

す。今回、ボランティア管理基盤の提案と構築

で富士通の技術力の一端を見せてもらったよう

に、これからのさまざまな提案にも期待してい

ます」と星見氏は述べています。

　Jリーグに限らず、競技の運営でボランティア

は 今 や 欠 か せ な い 存 在 と な っ て い ま す 。

Salesforceをベースに富士通が提供する「ボラ

ンティアポータル」は、煩雑になりがちなボラ

ンティアの管理業務を効率化するソリューショ

ンとして、川崎フロンターレをはじめとしてさ

まざまなスポーツやイベントをサポートしてい

き、これからの新しいスポーツ参加のカタチを

創ることに貢献します。

クラブのステップアップとともに
日本一のボランティア組織へ

　川崎フロンターレのボランティア管理シス

テムの主な機能は次のとおりです。

・ボランティア申し込みに対する確認メール
の自動送信

・新規登録者に対する説明会の案内メールの送信
・試合やイベントなど募集情報の掲載
・上記に対する参加希望の受付
・活動参加者への活動確認メールの自動送信
・ホームゲーム当日の出欠処理
・登録者の活動履歴や各種情報の確認など

　このシステムの導入によって、次のようなメ

リットが生まれていると、星見氏は述べていま

す。まず、事務局側の負担軽減です。これまでは

ボランティアの申し込みがあると専用ウェブサイ

トに転記し、連絡もメールで該当者に送信してい

ましたが、それらの作業が不要になり、かつ、入

力ミスも低減されました。「ボランティアスタッ

フの配置案作成などに必要な登録スタッフの情報

がすぐに確認できるようになったこともあって、

運用を始めてからそれほど経っていませんが、体

感としては40％ほどの作業量を削減できている

ように感じます」。個人情報を扱うセキュリティ

対策もより強固になりました。

　もうひとつはボランティアスタッフに対す

るサービスの質の向上です。事務局からの各

スタッフへの連絡がスムーズになり、また、

マイページで自分の登録状況や募集中の活動

の確認、希望する活動へのエントリーなど、

ボランティアとして安心して活動できる基盤

が整いつつある状況です。ボランティアス

タッフからの要望なども事務局にスムーズに

伝達できるようになりました。「将来は、ボ

ランティアスタッフに向けて、役立つ情報を

発信するなどして、毎日覗いてみたいと思っ

てもらえるようなマイページを提供していき

たいと考えています」（星見氏）。

　なお、参加希望者が多数の場合のスタッフ選

定や、試合当日の配置については、無理に自動

化はせず、たとえば経験の少ないスタッフをベ

テランのスタッフの下に付けるなど、運営がス

ムーズに進むように、今後の中長期的な運営を

見据えつつ、星見氏らが考えながらボランティ

アスタッフ育成にも力をいれております。

川崎フロンターレのウェブサイト内に設けられたボランティアのページ
（https://www.frontale.co.jp/volunteer/）


